
Medical and Pharmaceutical Society for WAKAN-YAKU

NII-Electronic Library Service

Medioal 　and 　Pharmaoeutioal 　Sooiety 　for 　WAKAN −YAKU

D − 18

Hot　flushに対す る苓桂朮甘湯合桂枝加竜

骨牡励湯又は合柴胡加竜骨牡励湯の 効果
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　 緒言 ：hot　flushは 、前胸部から顔面に か けて発作性に生 じる熱感で 、西洋医学で は、

こ れ を間脳 の 血管運動 中枢 の 失調 に よる もの と考え て い る 。

一
方、漢方医学で は病因 を気

の 上衝、気滞、癧 血 、血熱、陰虚 と考え多種 の 方剤 をそ の 治療薬 に して い るが一般 に、漢

方治療で は ホ ル モ ン 療法の ような確実な効果 は期待で きな い と言わ れ て い る 。 そ こ で 、演

者 らは 日常の 臨床経験よ り、hot　 flushは気の上衝が関与 して い る場合が多い の で はない

か と考え 、代表的な気逆 改善剤で あ る苓桂甘棗湯を目標に した（TJ−39）苓桂朮甘湯合（TJ−

26）桂枝加竜骨牡励湯又は（TJ−12）柴胡加竜骨牡励湯 の 二 剤併用療法を行 っ て み た 。 そ の

結果、良好 な成績が得 られ たの で case 　ropot と文献的考察を 加え て報告す る 。

　対象及び方法 ： 対象は最近 4 年間に hot　 flushを伴 う不定愁訴 で 当科を受診 した もの か

ら、著明な低血圧症の 認め られたもの を除いた 34名で平均年齢は 46．9才で あっ た 。 治療方

法は、患者を腹力が弱 く腹壁の薄い A 群と腹力が中等度か ら強度で 腹壁の 厚 い B群 の い ず

れ か に分け、A 群に は （TJ−39）合 （TJ−26）を 、　 B 群に は （TJ−39）合（TJ−12）を、各 々 7．5g

／ 日で投与した 。 そ の 結果 A 群21例、 B群 13例で あ っ た 。
　hot　 flushに対す る治療効果は

、症状が消失 した著効例 は 12例 （35．3％、A 群 9例、　 B 群 3 例）症状が気に ならない 程に

改善 した有効例は 15例 （44．1％、A 群 7例 、　 B 群 8例 ）無効例は 4 例 （11．8％ 、
　 A 群 3 例

、B群 1例 ）、脱落例 3例 （8．3 ％、　 A 群 2例 、
　 B 群 1例）で 、 27 例 （79．4％）で 患者

が満足 した効果が得 られた。効果の 発現 した時期は 27例 中24例 （88．9％）が治療開始 後 2

週 間以 内で あ っ た 。 又、髄伴 した その 他 の 不 定愁訴 に対す る 治療効果 は 、hot　 flush に 効

果 の あ っ た 27例中26例 （96．3％）に 満足 しうる効果 が認 め られ、特に 発汗や 動悸、不 安、

イ ラ イ ラ感 、 優うつ 気分 、 不眠症な ど の 改善 が著 明 で あ っ た 。

　考察 ：hot　 f　lushの 発症 機序 として 、　 estrogen が 脳 内の カ テ コ ラ ミ ン 代謝 に 影響を及 ぼ

すためとする考え方が現在の有力説 と思われ るが、一
方、寺沢らが苓桂甘棗湯が秦効 した

奔豚気病例で、治療後血 中の エ ピネフ リン、ノ ル エ ピネフ リ ン の低下 が認 め られた と報告

して い る。そ の た め、苓桂甘棗湯 を 目標 に した今 回 の 二 剤併用療法 は、hot　 flush を伴 う

不定愁訴 に試みるべ き価値の あ る治療法の 一
つ では ないか と思わ れた 。
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